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【実践概要】 

【1】単元(活動)名：「自分たちが住む白銀地区の魅力を再発見しよう」 

【2】単元目標： 

・探究活動を通して、タンザニアについてより深く知り、良さを発見することができる。 

・課題を自ら設定し、探究する活動を通して、主体的に取り組む態度を育てる。 

・協働的な活動を通して、課題を解決し、自己を高めようとする態度を育てる。 

関連する学習指導要領上の目標： 

(１)探究的な学習の過程において，課題の解決に必要な知識及び技能を身に付け，課題に関わる概念を形

成し，探究的な学習の良さを理解するようにする。 

(２)実社会や実生活の中から問いを見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析して，まとめ・

表現することができるようにする。 

(３)探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生かしながら，積極的に社会に参

画しようとする態度を養う。 

【3】 

単元の 

評価規準 

①知識及び技能 

① 白銀地区やタンザニアを知る活動を通して、自ら課題を設定

し、解決しようと努力することがきる。 

② 他の地域の産業や生活環境との比較を通して、情報を収集す

る技能やまとめる技術を身につけることができる。 

②思考力、判断力、

表現力等 

① タンザニアについての話し合い活動、まとめ活動、疑問に対

する検証活動を通して、コミュニケーション能力や表現力を

高めることができる。 

② タンザニアとの比較や調査活動を通して、白銀地区の魅力を

再発見する活動を通して、自分が育った地域を愛する心を育

てることができる。 

③学びに向かう力、

人間性等 

① 白銀地区の魅力を再発見する活動を通して、地域の一員であ

るという自覚と誇りをもつことができる。 

② タンザニアについて探究する活動を通して、自ら学びに向か

い、世界を視野に入れた考え方をすることができる。 

 

氏名：中居 俊輝            学校名：青森県八戸市立白銀中学校 

担当教科：理科            実践教科：総合的な学習の時間 

時間数：15 時間     対象学年：1 学年     人数：75 名 

タンザニアの「なぜ」という疑問に対する 

理由（仮説・検証方法）を考えることができる。  



 

2 

 

【4】 

単元設定の理 

由・単元の意 

義(児童/生徒 

観、教材観、 

指導観) 

【単元設定の理由】 

総合的な学習の時間では、物事を多面的に見たり、視野を広げたりするために、ウェビ

ングマップやベン図を思考ツールとして活用し、自ら課題を見つけ、課題解決に必要な

情報を友達と協力して収集、整理・分析、まとめ・表現する活動を通して、課題解決の

成就感を味わわせ、生徒一人一人の自信につなげ、学習意欲を高めさせたいと考える。

また、国際理解についてのアンケートを実施したところ、半数以上の生徒は、他の国、

自分の国について知りたいという強い気持ちを持っていることが分かった。また、自分

の国や世界について知る必要があると強く感じている生徒が８割以上いたこともあり、

今回のタンザニアでの研修を生かし、世界に目を向けるきっかけをつくりながら、自分

の地元の魅力を再発見できるよう指導していきたい。 

【単元の意義】 

生徒が、世界で暮らす人々の様子を知ることで、多様な価値観を尊重する心を育み、また、

自分の住んでいる地域との比較から、自ら疑問を見つけ、探究学習を行うことで、それぞ

れの地域の魅力を再発見できるようになることを目的としている。 

【児童／生徒観】 

本校１学年の生徒は、白銀小学校38名、白鷗小学校31名、他学区からの入学者6名の計

75名である。全体としては、明るく素直な生徒が多い。男子は、元気はあるが思慮深さ

に欠け、女子に比べて、やや学力も低い。女子は、課題の提出率もよく、学習に対して

意欲的で学力は男子より高い。男女とも、与えられた課題に対しては真面目に取り組む

が、自ら進んで課題を見つけ、解決しようとする意欲が弱い。 

【指導観】 

本校1学年では、1学期に「白銀地区には、何があるだろうか？」というテーマでグルー

プ毎に探究活動を行った。そして、得られた内容の中から、個人テーマを設定し、個人

で調べ、その内容をグループ内で共有し、白銀地区の良いところや課題を整理・分析し、

地図上にまとめる活動を通して、白銀地区を知る活動を行った。2学期は、南部町・田子

町・三戸町の農家での農業体験活動(1泊2日の宿泊学習)を行い、農業を知ることだけで

なく、お世話になった農家の方々とのコミュニケーションを通して、農業地域の特色や

特徴を知り、白銀地区との違いを考えるという学習を行った。そして、改めて「白銀地

区の魅力は何だろうか」「白銀地区の課題は何だろうか」「白銀地区の魅力をPRしよう」

という学習を行う。 

本時は、白銀地区とタンザニアとの比較を行い、白銀地区の新たな良さや魅力を再発見

し、白銀地区のPR文を考えるという学習を最終目標とし取り組んでいく。この学習によ

って、国際理解という視点を取り入れながら、タンザニアについて疑問に思ったことを

探求する活動や、横断的・総合的な学習や探究活動をし、自ら課題を見つけ、考え、主

体的に判断し、よりよく問題を解決する資質や能力を育成していく。また、総合的な学

習の時間では、「課題設定→情報の収集→整理・分析→まとめ・表現」という過程で学

習させ、国語や社会、理科などの他教科との横断的な学習も取り入れながら、課題解決

に取り組ませたいと考える。 
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【5】単元計画（全 14 時間）  

時 
『小単元名』 

学習のねらい 

学習活動 

 
資料など 

1 『SDGs とは何だろうか』 

 

SDGｓについて知ることができ

る。 

 

① 日本も世界に助けられていることについ
話し合い、世界は互いに支え合っているこ
とを理解する。 

② SDGｓとは何だろうか 
③ 感想 
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『世界のことに興味をもとう』 

 

世界のことに興味をもつことが

できる。 

 

 

① あっていい違いとあってはいけない違い

について考える。（SDGｓに当てはめてみ

よう） 

② あっていい違い、あってはならない違い

の共通点は何か考えよう。 

③ 解決すべき課題にランキングをつけよ
う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

3 『世界の現状を知る①』 

 

世界の現状を知ることができ

る。 

世界の水不足について知る。 
「水不足とは？」 
 
 

 

4 『世界の現状を知る②』 

 

世界の現状を知ることができ

る。 

世界の貧困について知る。 
「貧困とは？」 

 

5 『世界の現状を知る③』 

 

世界の現状を知ることができ

る。 

世界の難民について知る。 
「難民とは？」 
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6 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『タンザニアについて知る・考

える・触れる①』 

 

タンザニアについて知ることが

できる。 

 

① タンザニアへの海外研修参加への理由 

② タンザニアクイズ 

③ 様々な写真を見せる（イメージとは異な

る写真など） 

④ 様々な写真を見て、タンザニアの現在の

状況を写真から想像して文章化する。模

造紙に記入。 

⑤ 写真や動画を見て、タンザニアの現在の

状況を知る。 

その都度、新たに情報を記入していく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

7 『タンザニアについて知る・考

える②』 

 

タンザニアについて知った内容

をウェビングマップに整理・分

析することができる。 

① タンザニアについて知り得た情報をそれ

ぞれの視点ごとにウェビングマップに整

理、分析させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 『自分の地域との比較から、そ

れぞれの共通点と違いを見つけ

ることができる。』 

 

白銀地区とタンザニアとの比較

から共通点と違いを見つけ、新

たな疑問を見出すことができ

る。 

① 白銀地区について調べた資料と前時で作

成したタンザニアのウェビングマップを

比較する。 

② ベン図を用いて、共通点や違いを見つ

け、模造紙に書き込む。（整理・分析） 

③ まとめる。 

④ 他の班と結果を共有して情報を広げる。 

⑤ 新たに見つけた情報を模造紙に書き込

む。 

⑥ 新たな疑問を書き込む。（個人→グルー

プ） 
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9 
本時 

『自分の地域との比較から出た 
タンザニアの疑問・検証方法） 
に対する理由を考える①』 

 

タンザニアに関する「なぜ」と

いう疑問に対する理由（仮説・

検証方法）を考えることができ

る。 

① 前時で出た学習（タンザニア）の疑問を

確認する。同じ疑問をもった人同士で集

まり、グループをつくる。(1～3 ブロッ

ク) 

 

② 調査テーマ（疑問）に対する仮説の立て

方、調査計画の立て方を説明する。 

③ グループごとに調査テーマに関する調査

計画を立てる。 

③ 仮説と調査計画を発表し、全体で共有す

る。 
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10 『自分の地域との比較から出た 

タンザニアの疑問・検証方法） 

に対する理由を考える②』 

 

タンザニアに関する「なぜ」と

いう疑問に対する理由（仮説）

を考えることができる。 

① 前時の復習として、グループごとに調査

テーマに関する調査計画を立てる。 

② 仮説を発表し、全体で共有する。(ワール

ドカフェ形式) 

④  新たな仮説とその検証方法や改善点を

書き込む。 

 

 

11 『仮説の検証方法を考え予定を 
立てることができる。』 
 
調査方法を具体的に考えること 
ができる。 

① 調査の方法を具体的に考える。 

② 調査の計画を立てる。 

(いつ、どこで、何を使って) 

③  全体で共有する。 

 

(冬休
み 
課題) 

『仮説を検証する』 
 

仮説を検証することができる。 

① 各調査テーマについて仮説を検証する。  
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12 『検証結果のまとめ・発表』 
 

検証結果をグループでまとめ他

者に伝えることができる。 

① 検証結果を全体で共有する。 

② ワールドカフェ形式での発表から、新た

に学んだ情報を書き込む。 

③  情報を整理する。 

 

12 
・ 
13 

『自分の地域との比較から、そ 
れぞれの良さを再発見し、PR し 
たい内容を考えよう。』 
 

自分の地域との比較から、それ

ぞれの良さを再発見することが

できる。 

① １学期に行った白銀地区の調べた内容を

思い出す。 

 

② 白銀地区とタンザニアの調べた内容を比

較し、良い点を見つけ、模造紙に書き込

む。（整理・分析） 

③ まとめ（良い点や課題についてまとめ

る） 

④ 他の班と結果を共有して情報を広げる。 

⑤ 一番の魅力を考える。 

⑥ 新たに見つけた情報を模造紙に書き込

む。 

⑦ 特に自分の地域で PR したい内容を考え

る。 

 

14 『誰に PR したいか、また、PR 
の手法を考える』 
 

誰に PR したいか、また PR の

手法を考えることができる。 

① PR したい人（ターゲット）を決める。 

② どのような手法で PR したいのか考える。 

③ 伝えるためには、何が必要か考えさせ

る。 
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15 『自分たちの考えた PR 方法で

作成。』 

 

自分たちの考えた PR 方法で作

成することができる。 

① 自分の考えた、PR 方法で作成する。 

 

 

【6】本時の展開（９時間目） 

本時のねらい：タンザニアに関する「なぜ」という疑問に対する理由（仮説・検証方法）を考えること

ができる。 

過程・

時間 
教員の働きかけ・発問および学習活動 

・指導形態 

指導上の留意点 

（支援） 

資料（教材） 

導入 

(10 分) 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

(30 分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 前時で出た学習（タンザニア）の疑問を確

認する。 

  タンザニアと白銀地区のウェビングマッ

プを比較し、共通点や違いを見つける活動か

ら出た疑問を調査テーマとする。 

   

２ 調査テーマに対する仮説の立て方、調査計

画の立て方を説明する。 

 

３ グループ毎に調査テーマに関する調査計

画を立てる。 

 例 調査テーマ  

  タンザニアの食文化の背景 

  なぜ、タンザニアの食文化ではウガリが主

流なのだろうか？ 

〈仮説①〉 

・タンザニアでウガリが良く食べられているの

は、トウモロコシを中心とした産業が関係し

ているからだろう。 

〈調査にあたって〉 

 ・タンザニアの農産物の生産量に関するデー

タを調べれば、豊富な食材がタンザニアンの

食文化を支えてきたことが分かるだろう。 

 

４ 仮説と調査計画を学級のグループ毎に発

表しあい、聞きあう。 

  黄色ふせん：質問・提案等 

 

 

 

 

 

・同じ疑問を持った生

徒同士をグループとす

る。特別支援の子たちに

は、サポート役をつけ

る。 

 

 

何をどのように調べれ

ば、自分が立てた仮説が

正しいのかどうかを検

証できるのか、という所

をメインに書かせるよ

うにする。時間があった

ら、調査方法を書かせ

る。 

 

今までの資料を自由に

見て歩けるようにする。 

 

 

 

 

班長を残し説明させる。

それ以外の班員は、自分

以外の班の発表を聞き

に行かせる。（班員はそ

れぞれ別の班へ） 

 

 

 

タンザニアと白銀

地区のウェビング

マップ 

 

 

 

 

今まで学習してき

た 資 料 を 掲 示 す

る。 
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まとめ 

(10 分） 

５ 自分の班の内容の見直し・書きこみ。 

 

 

６ 全体で、良いグループの内容を共有する。 

自分の班の内容を見直

して、書きこませる。 

代表の班に発表させる。 

 

【7】評価規準に基づく本時の評価方法 

評価① 疑問に対する理由（仮説・検証方法）を考えることができる。（ワークシート） 

評価② グループ全体で、調査計画を作成することができる。 

【8】学習方法及び外部との連携 

学習者同士の交流が生まれる学習方法・技法として、ベン図やウェビングマップを用いて、情報を整理

分析し、そこから新たな発見や次につながる授業展開を続けた。また、ワールドカフェ形式やジグソー

法を用いての発表方法を取り入れ、全員が授業に参加し、考察する場面を設けた事により、発信力や発

表力を身につけさせていった。今では、生徒主体となり、自分達だけで話し合い活動や情報分析をでき

るようになった。 

【9】学校内外で国際理解教育・授業実践を広める取組 

認定 NPO 法人 IVY の小笠原直子さんを講師として招き、SDGs についての講演をしていただいた。 

SDGs を知るきっかけとなり、世界に対する興味関心が高まった。また、色々な教科で、SDGｓに当て

はめて考えることができるようになった。 

 

【自己評価】 

11. 苦労した点 

 

授業中の生徒の反応や生徒の実態によって、その都度授業づくりを行っていった

為、授業時数が多くなってしまった。時間割担当の先生との連携や学年の先生方と

の連携を密に取ることに苦労した。 

 

テーマ毎に探究活動を行った為、情報量が多くなり、収集した情報が正しいかどう

かを授業者側が判断することが難しかった。現地に行ったことのある人をゲストテ

ィーチャーとして呼んだり、あらかじめ授業者の知識量を増やしたりしないとかな

り厳しく、苦労した。 

12. 改善点 周りの理解が必要であり、色々な人の理解を得るだけでなく、全体を巻き込んだ授

業を実践していくのが大事。 

 

授業では、個人→小グループ→集団（学年全体）へという流れで行ったが、一番は

じめの個人での考察の時間や、思考を広げる時間が非常に大事であることが分かっ

たので、今後は時間をかけて深められるようにしていく。 
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13. 成果が出た点 11 月から 1 月の授業を通して、特に１.３.８.９の項目が大幅に上がった。 

この結果から、世界に目を向けるきっかけにもなり、タンザニアと自分の住んでい

る地域との比較や探求学習から自分の地域のことを好きになるだけでなく、魅力に

ついても再発見することができる生徒が増えた。 

 

14. 学 び の 軌 跡

（ 児 童 生 徒 の 反

応、感想文、作文、

ノートなど） 
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15. 授業者による

自由記述 

タンザニアという国をどう子どもたちに伝えていくべきか考えた時に、『発展途上

国＝貧しい国』というイメージをもってほしくはないと強く思った。むしろ、平和

で温和な人たちが多くいる国という印象の方が強く、「日本との共通点が多い」

「人々が生き生きしている」「すごいなあ」と感じられる紹介ができればと考えて

指導した。ただし、実際の現状や事実はしっかりと伝えるべきであるということも

感じた。研修や色々な交流を通して学んだことを生かして、他地域と自分の地域を

比較し、より良い所を知り、好きになるということを最終目標として授業を進めて

いけた。研修を通して見て感じたことや学んだことインタビューした内容や動画・

写真等を、海外の発展途上国と自分の地域を比較し、タンザニアの良さと自分の地

域の良さ、共通点を見つけ出す教材として扱うことで、自分の地域に愛着がわくよ

うな指導に生かし、そして、更に他の国への理解や国際理解教育にも発展させてい

くことができた。今後も研修で学んだことを素材として「学びの地図」「ノートの

回し読み」「インプット・アウトプット」等々、振り返りの時間や意見の共有をす

ることでより深い学びにしていきたい。また、継続して国際教育を行っていきたい。 

 

参考資料： 

JICA 独立行政法人 国際協力機構  https//www.jica.go.jp/mobile/index.html 

 


